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１ 右の図において，関数ｙ＝χ のグラフ上に点 ， があり２
A B

ます。 ， のχ座標をそれぞれ－ ， とするとき，次のA B 1 1

（１）～（３）の問に答えなさい。

（H11宮城県入試問題）ただし，点 は原点としますO 。

（１）点 の座標を求めなさい。A

（－１，１）

（２）関数ｙ＝χ のグラフ上に点 をとります。 のχ座
２

P P

標をａとするとき，点 ， ， を結んでできる△ のA B P ABP

面積をａを用いて表しなさい。

ただし，ａ＞１とします。

ａ －１２

（３）関数ｙ＝χ のグラフ上に点 をとります。 のχ座標を とするとき，次の①，②の問に
２

Q Q 2

答えなさい。

① 点 ， の間の距離を求めなさい。2 A Q

②直線 上に点 をとります。このとき∠ ＝ °となるような の座標を求めなさい。AB D AQD 90 D

（５，１）

３ ２

ｙ＝χ
ｙ＝(－１)
したがって，Ａ(－１，１)

２にχ＝－１を代入すると
２＝１

Ｐ

ａ

点Ｐの座標は，ｙ＝χ

△ＰＡＢはＡＢを底辺と見ると

面積は，

ｙ＝ａ

底辺＝２，高さ＝ａ

２

２× (ａ

したがって，Ｐ(ａ，ａ

２－１)×

２

２

にχ＝ａを代入すると，

－１

１

２
＝ａ

であるから

２－１

２)

Ｑ

２

Ａ(－１，１)，Ｑ(２，４)であるから

ＡＱ＝

＝

＝

２－(－１) ２＋(４－１)２

９＋９

１８ ＝３ ２

Ｑ

Ｄ

点Ｄの座標を（ｄ，１）とする。

∠ＡＱＤ＝９０° となるには△ＡＱＤが
直角三角形になるときである。
三平方の定理より，

ＱＤ＝

したがって点Ｄの座標は，Ｄ(５，１)

(３

１８＋ｄ

＝

２

(ｄ－２)２＋(４－１)２

ｄ２－４ｄ＋１３

)２

ＡＱ

２

＋(

－４ｄ＋１３＝ｄ

ｄ２－４ｄ＋１３

２＋ＱＤ

－６ｄ＝－３０

２

ｄ＝５

＝ＡＤ

２

２

＋２ｄ＋１

)２＝(ｄ＋１)２
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２ 右の図のように ＝ ， ＝ ，AB AD=4cm DC 1cm

∠ ＝∠ ＝ °の台形 があります。２つA D 90 ABCD

P Q A P ABの点 ， が点 を同時に出発し，点 は辺

B Q AD DC CB B上を点 まで，点 は辺 ， ， 上を点

まで動くものとします。２つの点 ， がともにP Q

毎秒 の速さで動くとき，次の（１ （２）の問1cm ）

に答えなさい。

ただし，点 ， は点 についたあと，そのままP Q B

（H12宮城県入試問題）止まっているものとします。

（１）点 が点 に着くのは，点 を出発してから何秒Q B A

後ですか。

１０秒後

（２）２つの点 ， が点 を出発してからχ秒後の△ の面積をｙ とします。P Q A APQ cm
２

次の①～④の問に答えなさい。

① が辺 上を動くとき，ｙをχの式で表しなさい。Q AD

②点 が辺 上を動くとき，ｙの値を求めなさい。Q DC

８

③χの変域が ≦χ≦ のときのχとｙの関係を0 5

表すグラフを書きなさい。

2 P Q A④ｙの値が となるのは，２つの点 ， が点

を出発してから何秒後と何秒後ですか。
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ｙ＝
１
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χ２

２秒後と
３５

４
秒後
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図のように点ＣからＢＣに垂線をひき，交点をＥとする。
△ＥＢＣは直角三角形より，三平方の定理からＢＣを求める。

したがって，ＡＤ＋ＤＣ＋ＣＢ＝４＋１＋５＝１０
点Ｑは毎秒１cmの速さであるから，１０秒後に到着する。

ＢＣ＝ ３２＋４２＝ ２５＝５

ＱがＡＤ上にあるとき，ＰはＡＢ上にある。
このとき，△ＡＰＱは底辺ＡＰ，高さＡＱの直角三角形である。
ＡＰ＝ＡＱ＝χより

ｙ＝χ× χ×
１

２
＝

１

２
χ２

点ＱがＤＣ上にあるとき，点ＰはＢに到着して動かない。
△ＡＰＢは底辺４（ＡＢ），高さ４（ＡＤ）の三角形より

ｙ＝４× ４× ×
１

２
＝８

点ＱがＡＤ上にあるとき，つまり０≦χ≦４のとき

点ＱがＤＣ上にあるとき，つまり４≦χ≦５のとき

のグラフを

ｙ＝

ｙ＝８

１

２

か

χ

けばよい。

２

③のグラフに
表すグラフをか
ｙが２となるのは，２箇所にある。

アの式は，ｙ＝

２点を通る直線より，ｙ＝－

それぞれにｙ＝２を代入すると，χ＝２，χ＝

ＱがＣＢ上にあるときのχとｙの関係を
き加えると，右のグラフのようになる。

１

２
χ２ イの式は(５，８)，(１０，０)の

８

５
χ＋１６

３５

４

２


